
 

『統合報告書』入門 
 

国際会計事務所系コンサルティング会社などを経て 1992 年に独立。バランス・スコアカード、ビジネスモ
デル、そしてＥＲＰ関連のコンサルティング業務に従事。情報処理システム監査技術者。ＳＢＩ大学院大学
客員教授、東北福祉大学兼任講師。元 中央大学大学院特任教授。主な著書に『図解「統合報告」の読
み方・作り方』（2014）中央経済社、『松原流：戦略マップ／ＢＳＣ実践教本』 （2010）、『ビジネスモデル・マ
ッピング教本』（2013）、『ＲＯＥ重視のＫＰＩマネジメント教本』（2016）日刊工業新聞社などがある。 

統合報告書の作成を新たに検討、または改良を検討している企業の 

IR 部門、CSR 部門、環境報告書担当部門、経理部門など関連部門の 

ご担当者 

講  師 

 

●日 時●  ２０１６年 １２月 １６日（金）１３：００～１７：００ 

●会 場●  企業研究会セミナールーム（東京：麹町） 

12/16 

（金） 

１３：００ 

■開催にあたって■ 

国際統合報告評議会（IIRC）による「国際統合報告フレームワーク」公表
（2013 年 12 月）から既に 3 年近くが経過し、昨年は 200 社近い日本企業
が統合報告書を発行しているとされています。2015 年 6 月の「コーポレート
ガバナンス・コード」の導入を受けて、今年は統合報告書の発行企業も増加
することが予想されます。 
そこで、統合報告書の作成を新たに検討、または改良を検討している企業
の IR 担当他の方々を対象とした体系的で実践的な入門セミナーを開催致し
ます。 

 

１．統合報告書に求められる要件とは 

～統合報告の最も重要な参考フレームワークである国際統合報告評議会の 

「国際統合報告フレームワーク」でポイントを掴む 

（１）国際統合報告評議会（ＩＩＲＣ）の活動と成果物他 

（２）「国際統合報告フレームワーク」の構成と内容 

 

２．統合報告書が「投資家との対話」を促進させる 

～「コーポレートガバナンス・コード」他と統合報告の関係を確認する 

（１）「コーポレートガバナンス・コード」他の概要と特徴 

（２）「コーポレートガバナンス・コード」他と統合報告書の関係 

 

３．先進企業の統合報告書事例に学ぶ 

～統合報告書関連の表彰制度の受賞企業など国内外の統合報告書の 

先進事例などから学ぶ 

（１）先進企業の統合報告書の内容を分析する 

 

４．統合報告書の作成上の重要テーマの確認と対応 

～作成上の重要なテーマを棚卸しし、対応を検討する 

（１）国内外の調査報告等に見る統合報告書作成上の重要テーマ 

（ビジネスモデル開示、ＫＰＩ、結合性など）  

（２）重要テーマに係る対応と「国際統合報告フレームワーク」の 

関係箇所の解説 
※最新情報を盛り込むため、プログラムの構成等は変更になる場合がございます。 

※最少催行人数に満たない場合、開催中止となる場合がございます。 

 

ご参加頂きたい方 

161275－0101  『統合報告書』入門 

税込・資料代含 

１７：００ 

『統合報告書』入門 

■参加要領：申込書はＦＡＸ、または下記担当者宛 E-mailにてお送り下さい。当会ホームページからもお申込み頂けます。 

後日（開催日１週間～１０日前までに）受講票・請求書をお送り致します。 

※よくあるご質問（ＦＡＱ）は当会 HPにてご確認いただけます。（[TOP]→[公開セミナー]→[よくあるご質問]） 

※お申し込み後のキャンセルはお受けいたしかねますので、ご都合が悪くなった場合、代理出席をお願いします。 

■お申込・お問合わせ先： 企業研究会 公開セミナー事業グループ 担当／民秋・川守田 E-mail:tamiaki@bri.or.jp 

 TEL：03-5215-3514 FAX：03-5215-0951  〒102‐0083 東京都千代田区麹町 5-7-2麹町 M-SQUARE 2Ｆ 
 

キュー・エム・コンサルティング 取締役社長  公認会計士 松原恭司郎 氏 

３４，５６０円（本体価格 ３２，０００円） ３７，８００円（本体価格 ３５，０００円） 

 

～統合報告書を「これから始める」、「磨きをかける」ための入門講座～ 
～ＲＯＥ（自己資本利益率）を経営目標に掲げる時に押さえておくべきポイントとは～ 

 

mailto:tamiaki@bri.or.jp

